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経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
く
外
国
人
の
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
の
候
補
者
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
は
、
先
日
、
日
本
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
い
て
、
国
内
の
病
院
で
働
い
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
看
護
師
候
補
者
三
人
が
、
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
来
日
し
た
看
護

師
候
補
者
の
合
格
は
今
回
初
め
て
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
国
の
今
後
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
、
三
人
が
合
格
し
た
と
い
う
も
の
の
、
受
験
者
の
約
一
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
国
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か
。

二

一
に
関
連
し
、
合
格
者
が
約
一
％
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
語
学
習
で
の
支
援
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
国
の

今
後
の
対
応
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

三

合
格
者
の
一
人
で
あ
る
足
利
赤
十
字
病
院
（
栃
木
県
足
利
市
）
に
勤
め
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
ラ
リ
ン
・
エ
バ
ー
・

ガ
メ
ッ
ド
さ
ん
は
、
記
者
会
見
で
、
「
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
た
病
院
の
人
達
に
感
謝
し
た
い
。
」
と
述

べ
て
い
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
、
ご
本
人
の
ご
努
力
は
も
と
よ
り
、
勤
務
す
る
病
院
等
環
境
の
あ
り
方
も
重
要
と
考
え

る
が
、
国
は
そ
の
充
実
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

一



四

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
く
外
国
人
の
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
国
家
試
験
に
関
し
、
合
格
率
や
合
格
者
の
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

五

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
い
て
来
日
を
し
、
国
内
で
勤
務
し
て
い
る
外
国
人
の
看
護
師
候
補
者
や
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
、
国
家
試

験
の
合
格
率
や
合
格
者
の
数
に
つ
い
て
、
国
は
ど
の
よ
う
な
理
想
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


